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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

（注）平成27年３月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成26年３月期第２四半期の数値及び対前年同四半期増減率に
ついては、記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

（注）平成27年３月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成26年３月期の数値については、記載しておりません。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 10,464 ― 753 ― 772 ― 493 ―
26年3月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 516百万円 （―％） 26年3月期第2四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 79.54 ―
26年3月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 24,500 13,559 55.3 2,184.10
26年3月期 ― ― ― ―
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 13,559百万円 26年3月期 ―百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 33.00 ― 37.00 70.00
27年3月期 ― 33.00
27年3月期（予想） ― 37.00 70.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年4月1日～平成27年3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
（注）平成27年３月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、対前期増減率については、記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,200 ― 1,420 ― 1,420 ― 900 ― 144.96



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財
務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 当社は、平成27年３月期第１四半期より連結決算へ移行いたしました。 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注記事項等については、添付資料３ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 6,300,000 株 26年3月期 6,300,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 91,732 株 26年3月期 91,698 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 6,208,298 株 26年3月期2Q 6,208,384 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

当社は、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期等との比較分析は行

っておりません。 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策の効果を背景に企業業績や雇用環境の改善が

続き、輸出関連企業を中心に緩やかな景気回復基調が見られました。一方で、消費税率の引き上げに伴う駆け込み

需要の反動の長期化や新興国の経済停滞、欧州経済の長期低迷等、依然として先行きは不透明な状況が続いており

ます。 

当軟包装資材業界におきましては、原油高騰に伴う原材料価格の変動や円安進行に伴うエネルギーコストの上昇

等から、各社とも厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況下、当社グループのビジネスモデルである包装フィルムと液体充填機械を提供する体制のもと、

液体充填システムを国内外の食品及び化粧品業界等に対し、積極的な営業活動に取り組んでまいりました。また、

営業戦略では、平成26年４月より液体充填機「ＤＡＮＧＡＮ」シリーズ初のミドルレンジモデルとして「ＤＡＮＧ

ＡＮ ＡＳＴＲＯＮ」を発売し、新たな顧客獲得に向け積極的な営業活動に努めてまいりました。 

その結果、売上高は104億64百万円、営業利益は７億53百万円、経常利益は７億72百万円、四半期純利益は４億

93百万円となりました。  

  

 [包装フィルム部門]  

包装フィルム部門につきましては、消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要の反動があったものの、景気回復に

伴う非食品関連の販売促進用商品の売上が好調であったことや北米・韓国を中心に既存顧客が好調な上に新規顧客

の開拓も進み、売上は堅調に推移いたしました。 

その結果、包装フィルム部門の売上高は97億72百万円となりました。  

  

 [包装機械部門]  

包装機械部門につきましては、海外での営業活動の強化が徐々に実を結び、北米・韓国を中心に海外の食品関連

会社への売上は好調でありました。国内においては、前期のような大型の設備投資が少ないなか、新たな営業展開

として新機種「ＤＡＮＧＡＮ ＡＳＴＲＯＮ」及び主力機である高速液体充填機「ＤＡＮＧＡＮ Ｇ」を名古屋・福

岡の展示会へ初めて出展し、新規顧客の開拓や既存顧客の更新ニーズ等へ積極的な営業活動に努めてまいりまし

た。 

その結果、包装機械部門の売上高は６億92百万円となりました。 

  

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は245億円となりました。このうち流動資産合計は135億99百万円

となり、その主な内訳は、受取手形及び売掛金が57億49百万円、現金及び預金が54億23百万円、商品及び製品が

13億61百万円となっております。固定資産合計は109億１百万円となり、その主な内訳は、建物及び構築物(純額)

が41億28百万円、土地が34億59百万円、機械装置及び運搬具(純額)が19億19百万円となっております。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における総負債は109億40百万円となりました。このうち流動負債合計は63億11百

万円となり、その主な内訳は、買掛金が36億48百万円、１年内返済予定の長期借入金が10億11百万円となってお

ります。固定負債合計は46億29百万円となり、その主な内訳は、長期借入金が39億27百万円、退職給付に係る負

債が５億30百万円となっております。 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は135億59百万円となりました。その主な内訳は、利益剰余金が83

億91百万円、資本剰余金が28億96百万円となっております。 
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② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は31億93百万円となりまし

た。 

当第２四半期連結累計期間における連結キャッシュ・フロ－の状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は16億28百万円となりました。 

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益７億58百万円、仕入債務の増加額６億30百万円、減価償却費５億

71百万円であり、支出の主な内訳は、売上債権の増加額４億17百万円、法人税等の支払額１億99百万円、たな卸資

産の増加額１億７百万円等であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は６億70百万円となりました。 

これは主に、定期預金の預入による支出５億10百万円(純額)、有形固定資産の取得による支出１億28百万円等で

あります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は７億82百万円となりました。 

これは主に、長期借入金の返済による支出５億６百万円、配当金の支払額２億30百万円等であります。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当社は、非連結子会社でありましたTaisei Lamick USA,Inc.及び株式会社グリーンパックスの重要性が高まった

ため、平成27年３月期（平成26年４月１日～平成27年３月31日）第１四半期より、連結決算に移行いたしました。

連結業績予想につきましては、現時点において平成26年８月４日付「平成27年３月期 第１四半期決算短信〔日

本基準〕(連結)」記載の通期予想から変更はございません。 

  

連結子会社 

（海外連結子会社） 

社    名：Taisei Lamick USA,Inc. 

所 在 地：米国イリノイ州シカゴ 

主な事業：包装フィルム及び機械等の販売、メンテナンスサービス 

  

（国内連結子会社） 

社    名：株式会社グリーンパックス 

所 在 地：埼玉県白岡市 

主な事業：包装フィルム原材料、製品等の運送及び管理 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の見直しを行い、割

引率の決定方法について、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込

期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が12,003千円増加し、退職給付に係る資産

が12,003千円、利益剰余金が15,628千円それぞれ減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の損益に

与える影響は軽微であります。 

  

  

  

 

大成ラミック㈱（4994）　平成27年３月期第２四半期決算短信（連結）

－4－



３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。  
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４．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                    (単位：千円) 

                    
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部   

  流動資産   

    現金及び預金 5,423,884 

    受取手形及び売掛金 5,749,058 

    商品及び製品 1,361,432 

    仕掛品 550,158 

    原材料及び貯蔵品 218,989 

    その他 295,653 

    流動資産合計 13,599,177 

  固定資産   

    有形固定資産   

      建物及び構築物（純額） 4,128,059 

      機械装置及び運搬具（純額） 1,919,106 

      土地 3,459,412 

      その他（純額） 420,197 

      有形固定資産合計 9,926,776 

    無形固定資産 348,331 

    投資その他の資産   

      退職給付に係る資産 151,837 

      その他 484,617 

      貸倒引当金 △10,415 

      投資その他の資産合計 626,039 

    固定資産合計 10,901,148 

  資産合計 24,500,325 
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                    (単位：千円) 

                    
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部   

  流動負債   

    買掛金 3,648,891 

    1年内返済予定の長期借入金 1,011,696 

    未払法人税等 305,315 

    賞与引当金 329,853 

    役員賞与引当金 14,500 

    株主優待引当金 29,189 

    その他 971,847 

    流動負債合計 6,311,293 

  固定負債   

    長期借入金 3,927,634 

    役員退職慰労引当金 35,191 

    退職給付に係る負債 530,010 

    その他 136,664 

    固定負債合計 4,629,501 

  負債合計 10,940,794 

純資産の部   

  株主資本   

    資本金 2,408,600 

    資本剰余金 2,896,075 

    利益剰余金 8,391,588 

    自己株式 △209,650 

    株主資本合計 13,486,613 

  その他の包括利益累計額   

    その他有価証券評価差額金 25,765 

    為替換算調整勘定 8,325 

    退職給付に係る調整累計額 38,826 

    その他の包括利益累計額合計 72,917 

  純資産合計 13,559,530 

負債純資産合計 24,500,325 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                    (単位：千円) 

                    当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 10,464,619 

売上原価 8,219,122 

売上総利益 2,245,496 

販売費及び一般管理費 1,492,040 

営業利益 753,456 

営業外収益   

  受取利息 1,807 

  受取配当金 2,830 

  物品売却益 9,018 

  受取補償金 3,341 

  為替差益 13,723 

  雑収入 4,480 

  営業外収益合計 35,202 

営業外費用   

  支払利息 8,881 

  売上割引 1,045 

  支払補償費 5,991 

  雑損失 251 

  営業外費用合計 16,169 

経常利益 772,489 

特別損失   

  固定資産除却損 13,489 

  リース解約損 506 

  特別損失合計 13,996 

税金等調整前四半期純利益 758,493 

法人税、住民税及び事業税 290,220 

法人税等調整額 △25,561 

法人税等合計 264,658 

少数株主損益調整前四半期純利益 493,834 

四半期純利益 493,834 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                    (単位：千円) 

                    当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 493,834 

その他の包括利益   

  その他有価証券評価差額金 14,286 

  為替換算調整勘定 8,072 

  退職給付に係る調整額 253 

  その他の包括利益合計 22,611 

四半期包括利益 516,446 

（内訳）   

  親会社株主に係る四半期包括利益 516,446 

  少数株主に係る四半期包括利益 － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                    (単位：千円) 

                    当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

  税金等調整前四半期純利益 758,493 

  減価償却費 571,683 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △20 

  賞与引当金の増減額（△は減少） 18,925 

  役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,500 

  株主優待引当金の増減額（△は減少） △37,977 

  役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,550 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 22,341 

  退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △2,802 

  受取利息及び受取配当金 △4,638 

  支払利息 8,881 

  為替差損益（△は益） △231 

  有形固定資産除却損 12,554 

  無形固定資産除却損 934 

  売上債権の増減額（△は増加） △417,286 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △107,805 

  仕入債務の増減額（△は減少） 630,859 

  未収消費税等の増減額（△は増加） 159,692 

  未払消費税等の増減額（△は減少） 195,362 

  その他の流動資産の増減額（△は増加） △11,274 

  その他の流動負債の増減額（△は減少） 48,275 

  その他の固定資産の増減額（△は増加） 497 

  その他の固定負債の増減額（△は減少） △214 

  その他 △266 

  小計 1,833,032 

  利息及び配当金の受取額 4,673 

  利息の支払額 △9,016 

  法人税等の支払額 △199,943 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 1,628,745 
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                    (単位：千円) 

                    当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

  定期預金の預入による支出 △4,410,103 

  定期預金の払戻による収入 3,900,000 

  貸付金の回収による収入 389 

  有形固定資産の取得による支出 △128,500 

  無形固定資産の取得による支出 △24,230 

  有形固定資産の除却による支出 △5,019 

  有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △3,354 

  その他 209 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △670,607 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

  長期借入金の返済による支出 △506,096 

  リース債務の返済による支出 △46,073 

  配当金の支払額 △230,094 

  自己株式の取得による支出 △92 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △782,356 

現金及び現金同等物に係る換算差額 16,644 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 192,425 

現金及び現金同等物の期首残高 3,001,351 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,193,776 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。  

  

（セグメント情報等） 

当社グループの事業は、液体包装フィルム及び液体充填機の製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載

を省略しております。  
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